
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

■ 企画 ■ 実施 ■ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

コロナ禍を契機に、映画館広告、雑誌広告、デジタルサイネージといった広報媒体を活用して市民啓発を
行っており、１回当たりに周知できる人数が多い媒体を活用するという考え方を取っている。

今年度の見直し
内容

市民少人数に対して実施するイベントは、映像を公式ユーチューブで公開するなど、より多くの人に体験を共有できるようにする予定。

来年度以降の方
向性

企業との共創にも取り組めるよう、他局の事業等の枠組みを活用し、事業者と市民の相互理解に力を入れていく。

64% 40% 63% 43% 46% 50%

↓

アウトカム
成果指標2

食の安全に関する情報に触れ、飲食店等の利用又は食品の
購入時の

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

13回 13回 17回 13回 13回 13回

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

コロナ禍が収束し、監視指導に対する理解が高まったため、重点監視対象施設の監視指導実施率も高くなっ
ている。食品衛生行政の基本的業務であり、活動指標として今後も活用できる。

アウトプット
活動指標2

イベント、広報媒体等による事業者・市の取組の普及啓発回数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

0件 0件 0件 0件 0件 0件

↓

アウトカム
成果指標1

大規模食中毒の発生件数 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

103.30% 100% 98.30% 100% 100% 100%

人工

指標

アウトプット
活動指標1

重点監視対象施設の監視指導実施率 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

1.5 人工

令和7年度予算額 12,000 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量 1.5

正規職員業務量 1.5 人工

令和6年度決算額 7,297 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 1.5 人工

令和6年度予算額 14,000 千円 うち特定財源 0 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

市民、事業者及び札幌市の三者による連携・協働の推進により、市民及び観光客等の健康を保護し、「安全・安心な食のまち・
さっぽろ」の実現を目指すとともに、食の安全・安心の確保により札幌の食のブランド力をより向上させ、食産業・観光の振興に
も寄与する。

他都市の状況

他の政令指定都市のうち、９自治体で条例、基本方針等を策定。
　・条例：名古屋市、京都市
　・基本方針又は行動計画：仙台市、さいたま市、静岡市、新潟市、北九州市、福岡市、熊本市

市民参加の実施

令和5年度決算額 8,312 千円 うち特定財源 0

施策名 食の安全が守られ、誰もが健やかで豊かな食生活を送っています。

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

食の安全・安心を確保するためには、従来の食品関係事業者に対する監視指導を中心とした規制的な取組のみではなく、事業
者による自主管理の推進や、市民・事業者の間の情報共有・相互理解の促進が重要である。このため、平成２０年度より、食に
関する所管部局と連携し、食の安全・安心に関する総合的な施策の推進による「安全・安心な食のまち・さっぽろ」の実現に取り
組んでいる。
平成２３年には「さっぽろ食の安全・安心推進ビジョン」を策定。平成２５年には「札幌市安全・安心な食のまち推進条例」を制
定・施行するとともに、平成２７年には「安全・安心な食のまち・さっぽろ推進計画（平成２７～３１年度）」（以下「推進計画」とい
う。）、令和２年には第２次推進計画を策定し、条例の趣旨を総合的かつ計画的に推進している。令和７年度より第３次推進計
画の計画期間となる。

事業内容
（何を実施し）

安全・安心な食のまちづくりを推進するため、市民や事業者との連携・協働を推進するための普及啓発事業
を実施する。
①市民参加型事業：学童期の子どもに対する行政・事業者の取組内容の体験（８月１日実施）、事業者との意見交換、市民モ
ニター２９名を委嘱し、買物等の際に衛生状況等の調査等を実施（５月から３月まで、食の安全・安心モニター事業）
②事業者取組支援：食品の衛生管理等に積極的に取り組んでいる事業者を広く市民等に周知
各種印刷物・啓発グッズの作成、アレルゲンピクトグラムのデザイン制作の謝礼、映画館において、食品衛生に関する動画を放
映（８月と１月に各２週間実施）。
③市民・事業者への啓発事業：食の安全、食まち事業の効果的な媒体や手法を用いたＰＲ活動等
食の安全フェストＩＮチ・カ・ホ２０２５を１月に実施し、来客約４，３００人。
④その他連携・協働推進事業：次期計画の策定、安全・安心な食のまち・さっぽろ推進会議の開催等
安全・安心な食のまち・さっぽろ推進会議を３回実施

事業名 安全・安心な食のまち・さっぽろ推進費

評価担当課 所   属 保）保健所　食の安全推進課 電話番号 011-622-5174

事業評価調書

年度 令和6年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 35696


